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津
波
避
難
計
画
研
修
会
は
、
羽
幌

町
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
基
づ
き
、

津
波
の
際
に
浸
水
区
域
と
な
る
可
能
性

が
高
い
と
想
定
さ
れ
る
方
面
区
に
ご
案

内
し
開
催
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
旭
川
地
方
気
象
台
の

専
門
官
に
よ
る
津
波
防
災
に
関
す
る

講
演
。
次
に
、
北
海
道
消
防
学
校
の

講
師
の
指
導
の
も
と
、
各
方
面
区
か
ら

の
参
加
者　

名
が
３
つ
の
グ
ル
ー
プ

22

に
別
れ
、大
き
な
地
図
を
広
げ
て
図
上

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
津
波
が
発
生

し
た
際
の
町
の
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま

せ
、
避
難
路
を
話
し
合
い
検
討
し
ま

し
た
。
住
ん
で
い
る
地
域
の
状
況
を

も
と
に
、
地
図
を
指
差
し
「
逃
げ
る
な

���
�
�
�
�
�

総
務
課
総
務
係 �
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ら
こ
っ
ち
だ
」
な
ど
の
声
が
次
々
に
あ

が
っ
て
い
ま
し
た
。
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次
の
津
波
防
災
連
携
訓
練
で
は
、参

加
者
が
見
守
る
中
、各
機
関
、団
体
が
津

波
が
発
生
し
た
場
合
、ど
の
よ
う
な
対

処
行
動
を
と
る
か
、各
代
表
者
か
ら
発

表
、連
携
を
確
認
し
ま
し
た
。気
象
台
、

役
場
、消
防
、警
察
署
、自
衛
隊
、北
電
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
、留
萌
海
上
保
安
部
、留
萌
開
発

建
設
部
、留
萌
建
設
管
理
部
、沿
岸
バ
ス
、

沿
海
フ
ェ
リ
ー
、そ
し
て
、道
庁
危
機
対

策
局
、留
萌
振
興
局
と
、順
に　

団
体
が

14

発
表
。参
加
者
の
み
な
さ
ん
は
、真
剣
な

表
情
で
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
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今
後
は
、町
の
映
像
を
見
な
が
ら
更

に
詳
し
く
避
難
行
動
の
検
討
を
実
施
。

問
題
点
を
抽
出
し
て
原
案
を
策
定
し
、

「
津
波
避
難
計
画
」を
策
定
、
公
表
し
ま
す
。

（
注
）
昨
年
3
月
に
作
成
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

は
、
今
後
、
道
の
津
波
浸
水
予
想
図
の
見
直
し

に
合
わ
せ
て
改
定
予
定
で
す
が
、
今
回
は
、
現

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
基
に
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

連携訓練では各団体が発表。
関係機関が動き出すには
時間がかかるので、自分の
命は自分で守る判断力が
必要と強調されました。

図上訓練の後、グループ
ごとに、津波がきたら、
まずなにをするべきかを
発表。冬を想定した意見
も出されました。

旭川地方気象台の森江秀
昭専門官により、津波映
像や羽幌町の過去の津波
被害の情報、津波シミュ
レーションの映像が紹介。

第35方面区から参加した
北川明さんは、昭和15
年、小学１年のときに羽
幌で津波を経験。「皆さ
んと話せてよかった。大
変勉強になった」と話し
ていました。
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